
　20:1 そこで、ダンからベエル・シェバ、
およびギルアデの地に至るイスラエル人は
みな、出て来て、その会衆は、こぞってミ
ツパの主のところに集まった。
2 イスラエルの全部族、民全体のかしらたち、
四十万の剣を使う歩兵が神の民の前に集ま
りに出た。
3 ―ベニヤミン族は、イスラエル人がミツバ
に上って来たことを聞いた―イスラエル人
は、「こんな悪い事がどうして起こったの
か、話してください」と言った。
4 殺された女の夫であるレビ人は答えて言っ
た。「私は、そばめといっしょに、ベニヤ
ミンに属するギブアに行き、一夜を明かそ
うとしました。
5 すると、ギブアの者たちは私を襲い、夜中
に私のいる家を取り囲み、私を殺そうと計
りましたが、彼らは私のそばめに暴行を加
えました。それで彼女は死にました。
6 それで私は、そばめをつかみ、彼女を切り
分け、それをイスラエルの相続地の全地に
送りました。これは、彼らがイスラエルの
中で、みだらな恥ずべきことを行ったから
です。
7 さあ、あなたがたイスラエル人のすべてよ。
今ここで、意見を述べて、相談してくださ
い。」
　8 そこで、民はみな、こぞって立ち上がっ
て言った。「私たちは、だれも自分の天幕
に帰らない。だれも自分の家に戻らない。
9 今、私たちがギブアに対してしようとして
いることはこうだ。くじを引いて、攻め上
ろう。
10 私たちは、イスラエルの全部族について、

百人につき十人、千人につき百人、一万人
につき千人をとって、民のための糧食を
持って行かせ、民がベニヤミンのギブアに
行って、ベニヤミンがイスラエルでしたこ
のすべての恥ずべき行いに対して、報復さ
せよう。」
11 こうして、イスラエル人はみな団結し、
こぞってその町に集まって来た。
12 それから、イスラエルの諸部族は、ベ
ニヤミンの諸族のすべてに人をやって言わ
せた。「あなたがたのうちに起こったあの
悪い事は、何ということか。
13 今、ギブアにいるあのよこしまな者た
ちを渡せ、彼らを子として、イスラエルか
ら悪を除き去ろう。」ベニヤミン族は、自
分たちの同族イスラエル人の言うことに聞
き従おうとしなかった。
14 それどころか、ベニヤミン族は町々か
らギブアに集まり、イスラエル人との戦い
に出て行こうとした。
　15 その日、ベニヤミン族は、町々から
二万六千人の剣を使う者を召集した。その
ほかにギブアの住民のうちから七百人の精
鋭を召集した。
16 この民全体のうちに、左ききの精鋭が
七百人いた。彼らはみな、一本の毛をね
らって石を投げて、失敗することがなかっ
た。
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　この奇妙な連帯感の中には「神様のみこころを　この奇妙な連帯感の中には「神様のみこころを
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①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

１６日　木曜

　士師記


